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第 1 編は， 7 章よりなっているが，新しく考案試作した光粘弾性効果自動記録装置に関する事項を


















第 3 編は，前編で発見した R. P. E. 転移点を利用した新しいモデノレ光塑性法に関するもので， 5 
章よりなりたっている。 R. P. E. 転移点の性質上乙の温度では，塑性領域においても光学的クリー
プが存在しないため，複屈折縞と応力とが比例関係を示すことから，従来の方法とは全く異なり，複
屈折縞から直接弾一塑性応力を求めることのできる，モデノレ光塑性応力解折を可能にした。また混合










すにかかわらず光学的にはクリープを示さない泊度ーとれを著者は R. P. E. 転移点(遅延光弾性効
果転移点)と命名したーを発見し，乙れを利用した全く新しいモデjレ光塑性法を開発した。
本研究による自動記録実験装置は広く高分子物性研究に役立つものであり， R. P. E.転移点の発見
と，これを利用するモデノレ光塑性法は，塑性応力解析に有力な手段を示したもので，工学上，工業上
貢献するところが多大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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